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公益財団法人テクノエイド協会
企画部 伊東 由恵

The Association for Technical Aids(ATA)

【内 容】

１．事業の位置づけ

２．全体の概要

３．各事業の実施結果報告（令和7年度）

◆日時：令和8年１月30日（金） １3：50～１４：10
◆場所：TOC有明（東京都江東区有明） 4階コンベンションホール

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 伊東 由恵

資料４
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介護施設と開発企業のマッチングを図る

【開発企業】
テクノエイド協会

【介護施設】

介護現場のニーズに適した実用性の高い介護テクノロジーの開発が促進されるよう、開発
の早い段階から現場のニーズの伝達や試作機器について介護現場でのモニター調査等を行
い、介護テクノロジーの実用化を促す環境を整備する。

マッチング支援〇自分たちが持っている
技術が介護現場で役立
てらえるかな？

〇実際の現場でモニター
調査をおこなってみたい
な。

〇機器開発に参加して、
貢献してみたいな。

〇これから導入を考えて
いるけど、新しい技術や
機器を体験してみたいな。
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【具体的な取り組み内容（令和７年度）】

実証に協力できる施設・事業所
等をリストアップし、開発の状態
に応じて企業等へつなぐ

○ホームページにて募集
○モニター調査や開発実証フィールドへの
協力要請 （1,343か所）

実証の場の整備

介護現場のニーズをふまえた
介護機器の開発支援に係る
取り組み

○介護現場と開発企業の意見交換（10件以上）

○試作介護機器へのアドバイス支援（１5件以上）
○介護テクノロジー等モニター調査（10件以上）

モニター調査等の実施

国民の誰もが介護テクノロジーに
ついて必要な知識が得られるよう
普及・啓発を推進していく
○介護テクノロジーメーカー連絡会議
〇介護テクノロジー等活用ミーティング
○介護テクノロジー等シンポジウムの開催
〇介護テクノロジーの試用貸出リスト
〇介護機器の安全利用に関する整理・報告・発信 等

普及・啓発

○介護テクノロジーの開発・導入に係る助成事業の調査（５月、１１月 年2回実施）

○介護テクノロジー導入支援事業等に係る実態調査（8月、1月 年2回実施）調査の実施

福祉用具・介護テクノロジー実用化支援事業福祉用具・介護テクノロジー実用化支援事業開発
支援

導入
支援

介護テクノロジーの活用や
開発等に関する相談
窓口を開設

○電話による相談
〇来協による相談
○オンラインによる相談

相談窓口の設置
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事業へ参加するメリット
【開発企業側】 【介護施設側】

・最新の福祉用具・介護テクノロジーに触
れることができる。

・現場の声を企業に伝えることができる。

・福祉用具・介護テクノロジーへの職員の
関心を高めることができる。

・国の事業に参加することで、職業意識
（モチベーション）や施設の魅力を高める
ことができる。

・実証協力費を得ることができる。

・企業が持っているシーズを活かすための
方法を確認することができる。

・現場の生の声を聞くことができる。

・開発中の試作機器を試し使いしてもらう
ことができる。

・成果報告の冊子に掲載されるので、幅広
くPRすることができる。

・施設と繋がりを持つことができ、モニ
ターや実証の場が広がる。

The Association for Technical Aids(ATA)
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Ａ．介護現場と開発企業の
意見交換実施事業

Ｂ．試作介護機器への
アドバイス支援事業

Ｃ．介護テクノロジー等
モニター調査事業

着想
段階

開発
段階

上市
段階

・開発機器のコンセプトの構
築を図りたい

・構想あるいは試作機器に
ついて、現場のアドバイスを
もらいたい

・改良点や効果的な活用方
法を検討したい

・機器の対象者や適用範囲
等を明確にしたい

・介護現場における使い勝
手のチェックをしたい

・介護テクノロジー等の活用
に係る具体的な課題やニー
ズの特定を行いたい

実施期間：
１～２日間程度

実施期間：
１週間～１ヶ月程度

実施期間：
１ヶ月～６ヶ月程度

職員 DEMO 職員 職員DEMO 高齢者

開発段階に応じた３つの事業を実施
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専門職が評価している場面②

8

専門職が評価している場面①

The Association for Technical Aids(ATA) 7

40



福祉用具・介護テクノロジーに係る
開発・実証フィールドの整備

介護テクノロジー等の開発・実証フィールドを募集し、介護テクノロジー等の開発及び、
効果の検証等をより一層推進することを目的とする。
介護テクノロジー等の開発・実証フィールドを募集し、介護テクノロジー等の開発及び、

目的

登録

最新情報・
協力依頼

リスト・情報共有

介護施設等 テクノエイド協会 厚生労働省等

協力依頼

区分 件数

１．介護施設等 1,292 件

２．都道府県・市町村 51 件

合 計 １,343 件

【リストの活用】
〇介護テクノロジーの最新情報を提供
〇登録情報を厚生労働省等と共有

The Association for Technical Aids(ATA) 10
（令和8年1月時点）

福祉用具・介護テクノロジーの開発と普及の作成

本書は、開発コンセプト段階の機器から実用化手前の機器
において、専門職からのアドバイスやモニター手法および、
その結果を示しており、今後本分野に参入する企業等の一
助となるよう情報を収録している。

テクノエイド協会ホームページ
開発と普及

https://www.techno-
aids.or.jp/robot/kaihatsu202
4book/index.html?pNo=1

The Association for Technical Aids(ATA) 9
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介護テクノロジーメーカー連絡会議

テクノエイド協会 開発企業最新情報の提供

開発企業を集め、今後の開発・普及の参考となる情報を提供する

〇国における施策の動向

〇実用化支援事業の概要
〇介護現場の生産性向上に向けた介護テクノロジー
開発等支援事業の取組の紹介

〇開発・普及の最前線

【令和6年度の実施結果】

開催日時 ６月18日（水） １0：００～１5：0０

開催方法 会場とＷｅｂ（Ｚｏｏｍ）のハイブリッド開催

参加申込数 会場148名 ・ Ｗｅｂ222名（事前登録）

〇リビングラボ・相談窓口の実施内容

The Association for Technical Aids(ATA) 12

〇介護系スタートアップ支援事業の紹介

The Association for Technical Aids(ATA) 11
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介護テクノロジーの試用貸出リスト（相談窓口等を通じて問合せ）

掲載企業：８1社

The Association for Technical Aids(ATA) 14

リストのダウンロード
https://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab33_detial

本リストは、厚生労働省が実施する都道府県における生産性向上の
取組に関する調査及び普及支援（中央管理事業）」において設置す
る窓口及び、介護生産性向上総合相談センターのワンストップ窓口
等窓口等において、開発企業と試用貸出を希望する介護施設等の
取次等で活用される。
また、協会ホームページ等で広く周知する。

介護テクノロジー等活用ミーティング
介護テクノロジーの導入・利活用にあたっての工夫や課題を共有化し、介護現場における
介護テクノロジーの効果的な活用を促し、楽しく・働きやすい職場環境の構築を推進するこ
とを目的とする。

介護テクノロジーの導入・利活用にあたっての工夫や課題を共有化し、介護現場における

目的

セッション１

〇介護テクノロジー等に関する最新情報

厚生労働省

〇都道府県における生産性向上に関する
取組状況

NTTデータ経営研究所

〇利活用に伴う工夫や課題、アイデア等

介護施設・企業等

個人ワーク

〇現状と課題、発言内容の整理

セッション２

〇フリーに意見交換や情報交換を実施

2５日 26日 27日 28日 29日

300名 219名 223名 157名 138名

【参加申込数】

The Association for Technical Aids(ATA) 13

１１月

２5日（火） ２６日（水） ２７日（木） ２８日（金） ２９日（土）

１３時～１５時 （オンライン開催）

開催テーマ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

介護機器等を
活用した生産性
向上の取組み
を推進しよう

介護機器等を
活用した安心・
安全な介護を
実現しよう

介護機器等を
活用する

ICT/DX化を
推進しよう

デイサービス等
における訓練・
介護機器等の
導入・利活用を
考えよう

居宅介護サービ
スにおける介護
機器及びＩCT
の導入・利活用
を考えよう
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情報源 テクノエイド協会 利用する人
（必要とする人）

福祉用具の安全利用に関する検討委員会
関係機関等の連携、情報の収集、情報の共有、安全利用のネットワーク構築

⚫ 消費者庁が公表している消費生活用製品
の重大製品事故をもとに、厚生労働省が
作成している「福祉用具に係わる重大製
品事故」情報（随時更新）

⚫ NITEが公表している「事故情報収集結果
及び最新事故情報のうち介護機器」に該
当するもの（随時更新）

⚫ 保険者からの情報提供（任意）

⚫ 在宅及び施設、介護サービス事業者等
  からの情報提供（任意）

⚫ 福祉用具関係機関・団体等

    製品起因でない事故及びヒヤリハット情報
    原因不明（調査中のものを含む） ※

① 情報のリスト化

② 内容の確認（協会）
  ・重大事故の原因考察、分析
・類似案件等の有無確認

  ・関係者に対する内容確認

③ 要因分析、事例の作成（部会）

高齢者・家族 等

開発・供給事業者

介護サービス事業所

障害サービス事業所

関係団体・公共機関

事例検討部会

重大事故等を未然に防止す
るための事例を作成し、注意
喚起

重大事故やヒヤリハットを未然に防ぐ取り組み
・最新の事故情報や事故・ヒヤリハット情報の提供、研修教材の提供、良質な製品の開発・改良に繋げる など

※あきらかに製品の整備不良や経年変化等によるものの場合
は含めることとする

「試作介護機器へのアドバイ
ス支援」において、本情報等
を参考に、安全利用に資す
る機能等の検討・アドバイス
を行い、安全機能を有する
機器開発の促進を図る
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福祉用具等の安全利用に関する取り組み

協会HP

The Association for Technical Aids(ATA)

福祉用具・介護テクノロジー試用貸出事業（直接、開発企業へ問合せ）

The Association for Technical Aids(ATA)
15
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The Association for Technical Aids(ATA)
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The Association for Technical Aids(ATA)
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福祉用具等の安全利用に関する取り組み
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20

製品評価技術基盤機構
（NITE）消費者庁HP

介護ベッド

電動車いす

The Association for Technical Aids(ATA)

消費者庁HP

1.最新事故情報の検索

The Association for Technical Aids(ATA)
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2.最近の傾向（都道府県等から情報提供された事故・ヒヤリハット

The Association for Technical Aids(ATA)
22

2.最近の傾向（消費者庁やNITEが公表する最新の事故情報

The Association for Technical Aids(ATA)
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福祉用具等の利用にかかわるヒヤリハット情報の提供

テクノエイド協会ホームページ ヒヤリハット情報 https://www.techno-aids.or.jp/hiyari/

福祉用具等の利用にかかわる事故及びヒヤリハット情報について、協会ホームページを通じて、広く情報発信している。

The Association for Technical Aids(ATA)
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福祉用具ヒヤリハット事例集 電子書籍
（４21事例）

The Association for Technical Aids(ATA)
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25
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The Association for Technical Aids(ATA)
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研修教材の提供

The Association for Technical Aids(ATA)
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デデデデデデデデザザザザザザザ
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中中中中中中中中中中中中中中中

福祉用具等の安全利用に関する新たな取組
福祉用具・介護テクノロジーの安心・安全な利用を推進するための冊子（仮称）の作成

29

デデデデデデデデザザザザザザザ
イイイイイイイイイインンンンンンンンン
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検討討討討討討討討討討討討討討討討

中中中中中中中中中中中中中中中
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開発・導入助成調査の実施結果 個票例

【開発助成制度 調査結果】 企業が開発に役立つ助成制度を閲覧できる

【導入助成制度 調査結果】 施設が導入する際に役立つ助成制度を閲覧できる

The Association for Technical Aids(ATA)
32

介護テクノロジーの開発・導入助成制度の調査
介護テクノロジーに係る助成について、開発企業に役立つ情報（シーズ側）と、介護施設に役立つ情報
（ニーズ側）の双方の側面から全国調査を行い、その結果を都道府県ごとにまとめた。

〇開発助成制度の調査結果：74件 〇導入助成制度の調査結果：72件

テクノエイド協会ホームページ 介護テクノロジー等の開発・導入助成制度の調査
https://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab37_detial

The Association for Technical Aids(ATA) 31
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令和6年度の調査結果

介護テクノロジー導入支援事業 実態調査の実施

The Association for Technical Aids(ATA)
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介護テクノロジー導入支援事業 実態調査の実施

The Association for Technical Aids(ATA)
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介護テクノロジーの製品情報

The Association for Technical Aids(ATA) 36

試試用用貸貸出出
ママーークク表表示示

介介護護テテククノノロロジジーー
ママーークク表表示示

2025年１月～、介護テクノロジー導入支援事業の補助対象機器

厚生労働省が行う導入支援の対象となりうる製品情報の収集・提供

3ヶ月に1度、検討委員会の開催
（6月、9月、１２月、3月予定）

福福祉祉用用具具をを探探すす
ササイイトト

参考情報

The Association for Technical Aids(ATA)

福祉用具情報システム（TAIS） 登録受付 毎月 5日締切り
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ご清聴、ありがとうございました

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 伊東 由恵

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１－１

セントラルプラザ４階

TEL ０３－３２６６－６８８３

E-MAIL itou@techno-aids.or.jp

The Association for Technical Aids(ATA) 37
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